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はじめに

筆者が今日までに，キプチャク汗国の通史を記述するための基礎的な作業として発表してきた

小論の内容は以下のとおりである(全体の構成を明らかにするために，各小論にはつけられてい

ない通し番号を付けてあるに

(1) はじめに一一一(モンゴルのロシア支配の意義に関する諸説)

(2) キプチャク汗国の成立

(3) 汗国の統治様式

(4) 汗国とルーシ諸公

(5) おわりに一一一(今後の課題)

一一ー以上 rモンゴル人によるルーシ支配の開始J 11史潮』新10号(歴史学会， 1981) 

(6) パトウ汗からベルケ汗へ

(7) 汗国へのイスラム教の浸透

(8) モンゴル帝国の内紛とキプチャク汗国の自立

(9) イル汗国の抗争とマムルーク汗との同盟

同ベルケ治世下のロシア

ω メング・チムール汗と汗国のロシア教会政策
(12) メング・チムールの対外政策

(13) ノガイの台頭

凶 トフタ汗とノガイの対立

(15) 汗国の二重権力時代のロシア

(16) トフタ汗によるロシア支配の再建

一一一以上 rl3世紀後半のキプチャク汗固とロシアJ 11文教大学教育学部紀要』第19号， 1985年

間 ウズベク汗の即位

(18) ウズベク汗の治世
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(ls)

(zo)

(21)

(22)

(23)

ウズベク汗治世下のロシア ①モスクワとヴェーリ

ウズベク汗治世下のロシア ② イヴァーン ・カリターの登場

ウズベク汗死後の後継者争いとジャニベク汗の即位

アゼルバイジャン侵攻

汗国の地位の低下

以上,「14世 紀 前半 のキプチ ャク汗国 とロシ ア」文教 大学言語文化 研究所紀要 『言語 と文 化』

第1号,1988年

㈱ ジ ャニベ ク汗 の殺害 と汗国の混乱 時代

(25)諸 公 国の分立

(ZS)混 乱 時代 とルーシ

㈲ ク リコー ヴ ォの戦 い

以上,「14世 紀 後半 のキプチ ャク汗 国 とロシア」 文教 大学言語 文化研究所紀 要 『言語 と文化』

第2号,1989年

㈱ トフ タムイ尸シ汗 の登 場

(29)ト フ タムイシに よる汗国 の再統 一

(30)ル ー シ支配 の再建

(31)ト フ タムイシ とチ ムールの衝突

(32)ト フ タムイシの再興

(33)チ ム ール の汗 国お よびルーシ侵 攻

㈱ キプチ ャク汗 国の解体

以 上本号

またモ ンゴルのロ シア支配 のロシア史上で の意義 に関 して,専 門外 の読者 向けに解説 した小 論

として 「タタールの軛」(『ロシア帝 国の興亡』,「歴史 読本 ワール ド」1991年11月 号)が ある.

トフタムイシ汗の登場

1359年 のベルジベク汗の死後,約20年 間続いた汗国の混乱時代 は,汗 国最後の英主 トフタムイ

シ汗の再統一によって終了する.こ の過程ならびに汗国の再度の分解に強い影響を与えたのが,

オルダのウルス=青 帳汗国の貴族層 とチ ャガタイ汗国の後継者 としてイラン地方に大帝国をうち

たてたチムールであった.

汗国の混乱時代 には,い ずれも短期間であったが,ヒ ジル汗(1360春 一1361年),チ ムール ・

ポジャ汗(1361年),オ ル ド・メリク汗(1361年),ミ ュリト汗(1361-63年)と いったバ トゥの

兄弟オルダ ・イチェンの系統の汗がはじめてキプチャク汗に即位 していた.彼 らを汗位につけた

のは強力な中央集権国家を望み,汗 国の再統一を志向 した青帳汗国の貴族層であった.中 央アジ

アの繁栄 した商業都市を基盤としたこうした貴族層は,汗 国の経済的統一性(具 体的には幣制の

全国的な統一)を 維持するために,最 初 はウルス汗,つ いでチムールと同盟 した トフタムイシ汗

を強力に支援するようになったのである(1).

1370年 にマウランナゥル地方を統一 しサマルカンドを都 としたチムールは,こ の地方を本拠地

として大帝国の建設に着手 し,1371年 には,二 度にわたるモグリスタン遠征を企て,中 央アジァ

の平定に成功 していた.し か し,1372年 に開始 されたホレズム遠征は,キ プチ ャク汗国から独立
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して当地 を支 配 していたス ーフィ朝 がチム ールへ の服従 を拒 否 し,さ らに汗 国のウルス汗 もホ レ

ズム地方へ の支 配権 を主張 して いたために,失 敗 に終 わった.と くに,ウ ル ス汗 はチ ムールへ の

服 従 を拒否 す るエ ミー ル や領 主(モ グ リス タ ンの カマ ル ・ア デ ィン,ホ レズ ムの アデ ィ ン ・

シ ャー一,サ リ ・ブ ガ)を 保 護 し,チ ムールへの抵抗 を強化 してい たために,チ ムール はホ レズム

地 方の軍事 的征服 とい う計 画 を一時放棄 し,ま ず汗 国内部 の権 力争 いに介 入 してウルス汗 を失脚

させ よう と考 えた(2).

こ こで登場 して くるのが トフタムイシであ る.ト フタムイシの出 自につ いて は異 説があ るが,

チ ンギス汗 の長子 ジュチの第13子 トゥカ ・チ ムー ルの子孫 で ある と推定 されて い る(3).彼 の 父

トゥイ ・ホジ ャは ウル ス汗 と対 立 し,そ の命 令 に従 わ なか った との理 由で処 刑 され, .こ の た めに

まだ幼年 の トフタム イシ はウル ス汗 の もとを離 れ,1376年 に チム ールの もとにや って きた(4).

も と もとチ ンギスー族 の血筋 を持つ ものには敬意 を支払 い,さ らに政治 的 にはウルス汗 を失脚 さ

せ るための道具 を手 に入 れたチ ムールはこの トフ タムイシ を大い に歓迎 した とい う.チ ム ール帝

国の歴史 を記 した15世 紀 の史書 による と,「 陛下(チ ムール…引 用者)は 彼(ト フ タムイシ…引

用 者)の 到着 を高 く評価 され,チ ンギス汗家 の高貴 な家柄 を持つ 人物の(出 現 にあた って),細

心 の注意 を支払 って彼 を迎 え,敬 意 を表 され た.酒 宴 を開 くとい う慣行 を実施 された さい に も,

陛 下 は彼 と彼 の従 者 にたいそ うな富 を分 け与 え られた.… …それ は筆舌 に尽 くしが たいほ ど豪勢

な もので あ った.僅 下 は御 自分 の限 りない敬意 と好意 の しる しと して,彼 を息子 と呼 ばれた.」

(シ ェLフ ・アデ ィン ・イエ ジ)(5)さ ら に,チ ム ールは トフタム イシに領地 と してサ ウラ ン(オ

トラル)地 方 とシ グナ タ地方 を与 えた.

こ れ に対 して,ウ ル ス汗 は息子 ク トルク ㌣ブガの軍勢 を トフ タム イシに対 して派遣 した.サ ウ

ラ ン周 辺での両 軍の戦 闘では,ク トルク ・ブ ガが戦 死 したに もかか わ らず,ト フタムイシが敗れ,

チ ムールの もとに逃亡 した.チ ムールは再 度彼 を鄭 重 にむかいいれ,援 軍 をあた えてサウ ラン地

方 に戻 らせ た.こ れ をみたウルス汗 は自分 の長男 トフタキヤ,そ の他 の王子,ア リ ・ベクな どの

エ ミールの軍勢 を トフタムイ シに差 し向け,こ れ を打 ち破 り,ト フタムイシ はまた もチムールの

もとに逃亡 した(6).勝 ち誇 ったウルス汗 は トフ タム イシの保護者 であ るチム ールに,「 トフ タム

イシは予の息子 を殺 した。彼 があ なたの所 領 に去 った こ とは判 って いる.予 の敵 を引 き渡 して い

ただ きたい.も しそうで なけれ ば,戦 場 を指定 してい ただければ,す ぐさま参上す る」 との不遜

な最 後通牒 を送 った.も ちろん,チ ムール は 「彼(ト フタムイ シ)は 予 の もとに保護 を求めて き

た.彼 を引 き渡 す ことはで きない」(7)と拒 絶 したの で,ウ ルス汗 とチ ムール との衝突 は決 定的 と

な った.

1377年 冬 に始 まるウルス汗 とチ ムール軍 との衝突 は,降 雪 と寒冷 のため に決定 的な戦 闘が なか

なか起 こ らなか ったが,結 局チ ムール軍が勝利 を収 め,ウ ルス汗 は戦死 した.だ が,ト フ タムイ

シの権 威が これです ぐさま確 立 したわけで はなか った.ウ ルス汗の死後,彼 の息子 トフ タキヤが,

つ いで2ケ 月 後 にはやは り彼の息子 のチム ール ・メ レクが実権 を掌握 し,ト フタムイシはチ ムー

ル ・メ レクに敗 れ て三度 目の逃亡 を しな くて はな らなかった.

しか し,ト フ タムイ シに勝利 を収 めた このチ ム ール ・メ レクは国事 を省 みず,人 望 を失 って

い った とい う.史 書 には 「夜毎 日毎 チム ール ・メ レクは飲 酒,気 晴 らし,娯 楽 にふけ ってお り,

正 午 まで 眠 って いた.数 千の重要 な事 態が持 ち上 が った ときで さえ も,誰 もあえて彼 の 目を覚 ま

させ よう とす る勇気 を持 って いなか った.こ のため に,人 々 は彼 に失望 し,す べ ての国々 と地域

が トフ タムイシの登場 を要求 して いた」(ニ ザ ム ・アデ ィン ・シ ャミ)と ある(8).す で に ウルス
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汗の時代 に,青 帳汗国 の最有 力 のエ ミー ルで あるエデ ィゲイが ウルス汗 の もとを去 ってい たが,

チ ムール ・メ レクの治世 にな ると青帳 汗国 の多 ぐの貴 族が彼 の もとを離 れ ようと して いた(実 は,

チ ムール ・メ レクの様子 をチ ムールに伝 えたの も,青 帳汗 国か らチ ムールの もとにや って きたウ

ル ク るチ ムールで あった).青 帳 汗 国の不統 一 とい う好機 をと らえて,チ ムー ルは トフ タム イシ

支援 め大 軍 をチ ムール ・メ レクに差 し向 けた.多 数 の援軍 を手 に入れ た トフタムイシ軍 は,カ ラ

バ ク河畔 の戦 いで チム ール ・メ レクを打 ち破 り,彼 を捕 え て処 刑 した.こ の こ ろす で に,、カザ

ン ・バ ハ ドゥル,ア ルベ クな ど青帳汗 国 の有力 なエ ミールは トフタムイシの もとに参 じてい た.

トフタムィシによる汗国の再統一

こう して青帳汗国 を平定 した トフ タム イシは,ジ ュチ ・ウルス の右翼 すな わちバ トゥの ウルス

(狭 義 のキ プチ ャク汗国)の 平定 に着手 した.か れ は1380年 春,サ ライ地方,マ マ ーイの支配 地

域,ア ース トラハ ン地方(ハ ジ ・チェル ケスの独 立公 国が あ った)の 征服 に向 かった.こ の経 過

をイブ ン ・ハ ル ドゥンは こう記 してい る.「 ス ル タシ ・チム ール は自分 の軍勢 とと もに トフタム

イシに協 力 し,彼 を助 けて,自 分 の領 土 の境界 まで進 出 し,そ れ か ら帰 国 した.一 方,ト フタム

イシは さらに前進 し,ホ レズ ム山脈 の ウルス汗 の分封地 を領有 した後 にサ ライに向か った.こ こ

にはウ ルス汗 の代官 がいたが,ト フ タムイシ はサ ライ をこの代官 か ら取 り上げ た.(こ う して)

トフタムイ シはママ ーイが彼 か ら取 り上 げた(こ の一節 は,事 実 関係 か らは不正確 であ る… 引用

者)領 地 を回復 した.彼 は アース トラハ ンのハ ジ ・チ ェルケスの分封 地 をも征服 し,纂 奪者 の手 、

中 にあ ったすべ てを奪 った.そ して,纂 奪者 の痕 跡 をぬ ぐい さ り,マ マ ーイを追 って ク リミアに

入 った,マ マ ーイは彼 か ら逃亡 した.」(9)

モ ス クワ大公 ドミー トリイ とのク リコー ヴォの戦い に敗 れたマ マやイ は,再 度 の ドミー トリイ

との戦 いに備 えて兵 を集 めて いたが,ト フ タム イシの進 撃 を知 る と,こ の軍勢 を トフタムイシ に

差 し向 けた.両 軍 は1381年 に コル マ ク河 畔(カ ルカ河畔 とい う説 もある(10))で 衝 突 し,マ マー

イは敗 れて ク リミアに逃亡 したが,カ ッファ市 の ジェノヴ ァ人 との問 に紛争 をお こし,彼 らに殺

され て しまった.1361年 以 来 キプチ ャク汗 国の版図の 内で ヴォルガ以西の地域 を支配 し,そ の こ

とによ ってキ プチ ャク汗国 を二分 して きたママ ーイ政権 は,こ こに消 滅 した.

こ の結果,ト フ タムイ シは青 帳汗国 に加 えてバ トゥの ウルス も自分の支配下 に置 くこ とにな り,

広 義 のキプチ ャク汗 国の再統一 に成 功 した ことになる.ト フタムイ シは 厂勇敢 で,… …立派 な君

主で あ った.彼 の公正 さとそ の善良な性格 は広 く知 れわた って いた」(11)(ア ノ ニム ・イスカ ンデ

ラ)と 記 され ている ように,人 望 があ り,ま た精力 的で野心的 な人物で あった ようで ある.だ が,

彼 が ウルス汗 とその息子 達 に勝 ち,さ らにママ ーイを打 ち倒 してキ プチ ャグ汗 国の再統一 に成功

した第 一の要 因は,チ ム ールの業績 を記 した 『勝利 の書』 が 「彼(ト フタムイシ…引用者)の 権

威 と威 勢 は高 ま り始 めた,そ してチム ールの幸 いな好 意のおか げで,す べ てのジ ュチ家 のウルス

は トフ タム イシの権力 と国家 の もとに入 った」(12)と記 してい る ように,チ ムールの軍事 的 ・政治

的支援 の存在で あ った.青 帳汗 国のエ ミールやママ ーイ政権 のエ ミールが トフ タムイシの もとに

参 じて きたの も,彼 の背後 に強 大なチ ム ール帝 国の存在 を見 ていたか らこそであ った.換 言 すれ

ば,チ ム ール との同盟(よ り正確 に はチ ムール による庇 護)こ そが,ト フ タムイ シの権力 と汗国

の統一 を支 えていたのであ る.
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ルーシ支配の再建

汗国 の統 一に成功 した トフタム イシは当然 の ことなが ら今 度 はルーシ支配 の再建 に着手 した.

彼 は,ク リコー ヴ ォの戦 いでママ ーイに勝利 を収めて いたモス クワを屈伏 させ るにあた って,仇

敵 ママ ーイの対 モス ク ワ政策 を踏襲 し,リ 、トアニ ア大公 ヤ ガイラ と結 んだ(13).彼 は,モ ス クワ

大公 ドミー トリイを筆頭 とするル ーシ諸公 に使 者 を発 して,マ マ ーイに対 す る勝利 と自分の即位

を伝 え た.以 前 ならば,ド ミー トリイ自身が トフ タムイシの もとに参 じて,恭 順 の意 を表 さな く

てはな らない ところで あったが,ク リコー ヴ ォでの戦勝 に意気 上が る ドミー トリイは,贈 り・もの

をもたせた特使 を派遣 したにす ぎなか った.ト フ タムイシは ドミー トリイ を汗国 に召喚 す るため

に,汗 使 ア ク ・ポ ジ ャと700名 の 汗国軍 をモス ク ワに派遣 したが,こ の使 節 団はニ ジニ ・ノーヴ

ゴロ トにまで行 った だけで ,モ ス クワには行 くことが 出来 なか った.こ こ にいた って トフ タムイ

シは軍 事的 にモス クワを屈伏 させ るこ とを決心 した.

トフタムイシ軍がモ スクワに進撃す るため に,ヴ ォルガ を渡 河 した との知 らせ は,ル ー シの諸

公 に とって は不 意の こ とであ った.こ の ため に,ニ ジニ ・ノー ヴゴロ ト公 ドミー トリイ ・コンス

タンチ ノヴ ィチ は息子 のヴ ァシー リイ とセ ミョー ンを急遽 トフタムイシの もとに送 って,恭 順 の

意 を表 さざるを えなか った し,リ ャザ ー ン公 オ レーク ・『イヴ ァノヴィチ もや は り汗 国軍 に協 力 し

て,モ ス クワに至 るオカ川 の浅瀬 を教 えてい る.

モ ス クワで も,ト フタムイシ軍の進撃 の知 らせ が届 くと,多 くの貴族達 は抵抗不能 なこ とを理

由に,壊 滅 的な打撃 を避 けるため に降伏す るこ とを提案 した.一 方,ド ミー トリイは抵抗 を決意

し,北 部で軍 を集め るためにモス クワを離 れ て,コ ス トラマー に去 った.モ ス クワ市 はかつて リ

トアニ ア大公 アルギ ルダスの襲 撃 を二度 にわ た って撃退 した経験 を持 ってお り,モ スクワ市 の抵

抗 に よって,自 分が軍勢 を集 める時間が稼 げ る と判断 したためであ ろ・う.し か し,ド ミー トリイ

が去 った後 のモス クワでは,混 乱が起 こった.モ ス クワ市 の富裕 な層 は市 か ら脱 出 しようと して

いたの に対 し,下 層市民 は民 会 を開いて抵抗 を決意 していたか らで ある.結 局,抵 抗派が モ スク

ワ市 の主導権 を握 り,市 の防衛 を強化す る と同時 に,市 か らの逃亡 を禁止 し,逃 亡者 の財 産 を没

収 す る措置 を とった(14).こ の 際,市 の防衛 司令 官 には リ トアニア出身 の公 オスチ ェイが任 命 さ

れてい るが,リ トアニア大公 アルギル ダスの孫 とされ るオスチ ェイが選 出 された こ とは,モ スク

ワ市民 が地元 の貴族層 をいかに信 用 して い なか ったか を明 らか に している.

トフ タムイシ軍 はオカ川 を渡 り,コ ロー ムナ を占領 して,1382年8,月23日 モ ス クワに接 近,こ

れ を包 囲 した.モ スクワは3ヶ 日間の包 囲攻 撃 に もか かわ らず陥落 しなか ったため に,,ト フ タム

イ シは策 略 を用 い る こ ど とし,ニ ジニ ・ノ ー ヴゴロ ト公 を伴 った使 者 を送 って,「 汗 は彼 らを

(モ スク ワ市 民 を…引用者)目 的 にや って来 たので はな く,ド ミー トリイ を 目的にや って来 たこ

と,汗 はオスチ ェイ公 と市民が少 しばか りの贈 り物 を持 って 自分 に会 いに出て きて くれる ことだ

け を望 んで い るにす ぎない こ≧,汗 は町 を視 察す るこ とを望 んで いるにす ぎない こ と,汗 は市民

に平和 と愛 を与 えよ うと してい るこ と」(15)を伝 えさせ た.モ ス クワ市民 は この提案 を軽信 して開

門 し,オ ス チ ェイ公 と市民 は聖職者 を先頭 にたて て トフ タム イシに会 いに出か けた.と ころが,

トフタムイ シは オスチ ェイー行 を殺 し,軍 勢 は開かれ た門か ら市 内 になだれ こみ,約24000名 を

殺戮 したとい う.

トフタムイ シのモス クワ占領 は,北 東 ル ー シの盟主 としての地位 を固めつつあ った ドミー トリ

イ ・ドンス コ イの立場 を著 し く弱 め た.こ の機 を利 用 して,モ ス クワ公 の ライバ ルで あっ た ト
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ヴェー リ公 ミハ イー ルは トフタム イシに と りい り,か つ てのよ うにウラヂー ミル大公位 を手 に入

れ るこ とはで きなか った ものの,汗 国の従臣 となる ことによって,モ ス クワへ の政治 的従属 を定

めた1375年 の モス クワ ・トヴェー リ条約 を破棄す る ことに成功 した.ニ ジニ ・ノーヴ ゴロ ト公 国

で は,ド ミー トリイ ・コ ンス タンチ ノヴ ィチ の死後,ド ミー トリイ ・ドンス コイに敵対 して いた

ボ ーリス ・コ ンス タンチ ノヴ ィチが トフ タムイシの許可 を得 て,ニ ジニ ・ノー ヴゴロ ト公位 を獲

得 した.ト フ タムイ シは,1388年 に故 ドミー トリイ ・コンスタ ンチ ノヴ ィチの息子 セ ミ ョーン と

ヴァシー リイがモス クワ勢 の助 け を借 りて,ボ リース ・コ ンス タンチ ノヴ ィチの追放 に成功 した

ときに も,こ の事件 に干渉 して,ボ リース を復権 させ ている.ま た,か ねてか ら汗 国 と良好 な関

係 を保 っていた リャザ ー ン公 オレーク ・イ ヴ ァノヴ ィチ は,1385年 春,モ ス クワ公 国に帰属す る

コロームナを急 襲 し,当 地 の ドミー トリイ ・ドンス コイの代官 を含 む多数 の貴族 と市 民 を捕 らえ

た.ド ミー トリイ ・ドンスコイはモ スク ワ軍 を リャザ ーンに送 ったが敗北 して しまい,リ ャザ ー

ン公 国 と争 う力 を失 って,オ レー クに和 を請 わな くて はな らなか った.

この ように,北 東ル ーシの盟 主 と しての ドミー トリイ ・ドンス コイの地位 は著 しく低 下 し,北

東 ルー シの諸公 の間 には,旧 ソ連史家 の用 語 を使 えば 「分離主義 的傾向」が 再度 はば をきかせ る

ように なった.ド ミー トリイ はウラヂ ー ミル大公 の地 位 は確保 した もの の,汗 国 に対 して重 い貢

税 を支 払い,汗 の使 者(ポ ソール)の 直接 の監督 を受 ける とい う条件の もとにあ った.ド ミー ト

リイは1384年 に 「各 村 につ いて半 ル ーブ リとい う重税 を集 めよ」 との指令 を発 してお り,同 年,

汗 使 アダシが ウ ラヂ ー ミル にやって来 てい る(16).徴 税 とともに,汗 国 のルー シ支 配 の もう一つ

の柱 で ある徴 兵 も実 施 された と思 われ る.「 トフ タム イシは全 ジュチ ・ウルスか ら……大 軍 を集

めた.ル ーシ人,チ ェル ケス人,ブ ル ガール人,キ プチ ャク人,ア ラン人,カ ッフ ァとアザ クか

らのク リ ミア(人),バ シ キル ト人…… か らな る並外 れた大軍が集 ま った」 と史書 にある ように,

1388年 の トフタムイ シの 中央 アジ ア遠征 軍 には,多 数 のルーシ人兵士が徴兵 され たのであ る.こ

う して,北 東 ルーシ は名実 ともに再 度 キプチ ャク汗 国 の属邦 とな った わけであ る(17).

トフタムイシ とチムールの衝突

トフタムイシはその成功の多 くをチムールに負 ってきたものの,キ プチャク汗国の統一を達成

すると,チ ムールとの対等ひいてはチ ンギスー族の血統を受け継 ぐもの として,チ ムール以上の

汗 として行動するようになり,チ ムールとの亀裂 を深 めていった.こ の衝突の原因としては,心

理的には野心的 ・精力的な トフタムイシがチムールの従臣という地位に満足できなかったことが

あげられるが,政 治 ・経済的にはアゼルバイジャン地方の領有 をめ ぐるキプチャク汗国とチムー

ル帝国との対立があげ られる.チ ムールは数次にわたるイラン遠征によって,ア ゼルバイジャン

地方を制圧 しようとしており,こ れがキプチ ャク汗国のとくに商業的な利益 を脅かしたからであ

る.こ の地方は中近東方面へのキプチ ャク汗国の窓となる地域であ り,か つてキプチャク汗国 と

イル汗国が争奪戦 を繰 り広げた地域であった.こ の地政学的な意味か らも,キ プチ ャク汗国とチ

ムール帝国との紛争 は 「13世紀末と14世 紀のキプチャク汗国 とイル汗国との古い対立の再現で

あった.」(18)したがって,ト フタムイシはチムールに対抗するにあたって,イ ル汗国と対立 した

ウズベク汗などと同様に,エ ジプ トのマムルーク朝 と結ぼ うとした.エ ジプ ト側の年代記 には

「786年(1384年2 ,月24日一1385年2,月11日 〉,ウ ズベ クの地(キ プチャク汗国…引用者)の 君主

トフタムイシ汗の使者がやって来た」(19)とだけの記録があり,使 者の 目的については記 していな
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いが,そ の後 の3国 の動 きか ら判 断す る限 り,目 的 は対 チ ムール同盟 の締結 で あ ったので あろ

う(20).

1385年,ト フ タムイシ はシルヴ ァン地方 に大 軍 を派遣 した.9-10万 とい われ る大軍 は,デ ル

ベ ン ドを越 えて タブ リース市 を包 囲 した .タ ブ リー ス市 は この大軍 に よ く抵抗 し,8ヶ 日間の包

囲 の後 に,250ト ゥマ ン(イ ランの金貨,1ト ゥマ ンは1万 銀 デ ィナール)を 支 払 うことで 講和

した.だ が,ト フタムイシ は翌年,こ の協定 を破i棄 して タブ リースを襲 撃 し,こ れ,を徹 底 的に略

奪 した.「 結局 の ところ,背 信者 の軍(ト フ タムイ シの軍 …引用者)は 策 略 と悪 だ くみ によって,

権 力 と力 に よって勝利 を収 め,町 を占領 ・略奪 し,崩 壊 させ た.彼 らは で きることといえば

それ だ けだ った ので あるが一一 すべ て を迫害 ・破 壊 し,イ ス ラム教 の寺 院 と学校 を破壊 し,老

人 ・青年 を逮捕 ・拘禁 した.彼 らは,長 い年 月 をか けて町 に集 め られた財 産,財 宝,珍 品 を10ヶ

日であ とかた もな く持 ち去 って しまった.被 らは冬 に,奴 隷 を集 め,略 奪品 を集 め たの ち撤退 し

てい った」(21)とい うわけであ る.

と ころが,チ ムールは この よ うな トフタムイシの恩義 を忘れ た行動 に対 してす ぐさま懲罰 活動

に移 ろう とは しなかった.彼 は,ト フタム イシに対 して,シ ェイブ ・ア リ ・バハ ドゥル,イ ク ・

チ 云一ル,オ スマ ン ・イ ・ア ッバ スの軍 を差 し向 けてい るが,そ の際,こ のエ ミール達 に 「我 々

と トフタムイ シ汗 の間に は条約 と協 定があ り,我kは この条約 を守 る.だ か ら,彼 の軍 を発見 し

た場合 には,戦 闘 を差 し控 えて戻 って くるよ うに」(22)と指 示 している.さ らに,自 分が派遣 した

ミル ラ ンシ ャフの軍が トフタムイシの軍 と遭遇 して,多 数 の捕虜 を捕 まえた ときに も,チ ムール

は捕虜 を鄭重 に扱 って こう語 って い る.「 我 々の間 には父 と息 子の法が あ る.数 名 の愚か者 のた

め にどれほ どの人 々が滅 びるこ とであ ろう.我 々 は今後,条 件 と条約 を守 り,す で に静 まった紛

争 を引 き起 こ さない ように しな くて はな らない.そ して も し誰 かが これ と反対 の ことを した り,

我 々 の頭 の中 にこれ と反対 のこ とを吹 きこ もうとす るな らば,我 々は双方 の側 か ら,そ のほかの

者 に とっての みせ しめ となる よ うに,こ の者 を こら しめ,処 罰 ・処 刑 しな くて はな らない.」(23)

こ う したチム ールの寛容 な姿勢 は,軍 事的反 攻の準備 時間 をかせ ぐためで あったの か,そ れ とも

チ ンギスー 族 の血統 に敬意 を支 払 って,ト フ タム イシ に弓 を引 くこ とをため らって いたた めで

あ ったのか判然 としてい ない.い ずれ にせ よ,ト フ タム イシはチムールの寛容 な姿勢 につ け こん

で,攻 勢 を強め てい った.

1387年,ト フ タムイ シはべ ク ・ヤル イク ・オ グラ ン,イ リグムイ シ ・オグ ラン,イ サ ベク,サ

クテ ィン ・バハ トゥル揮 下 の大軍 をサ ウラ ンに,ま た別働 隊をブハ ラに派遣 した.マ ウラ ンナ ウ

ル地方 の守備隊が敗 れた ために,当 時 シーラズ にいたチ ムールはオスマ ン ・イ ・ア ッバ スの指揮

す る3000の 騎 兵 を支援 に送 り,自 分 自身 もサマル カ ン ドに陣 を進めた.ト フ タム イシ軍 はチム ー

ル 自身の出馬 を知 って動揺 し,ホ レズム地方,キ プチ ャク大草 原方面 に逃亡 した.(圏

こ の1387年 の トフタムイシ軍の後退 は,軍 事的 な大敗北 とい うもので はなか ったけれ ども,ト

フタムイ シ陣営 の 中に動揺 を引 き起 こ した.ト フ タムイシ政権 を支 えて いた青 帳汗掴 の貴族層の

中には,も と もとチ ムールに共感 を寄せ ていた分子 が いたが,彼 らが トフ タム イシ軍の後退 に乗

じて,ト フタムイ シを打倒 す る陰謀 を企 てたので あ る.彼 らに後押 しされたのが,先 のキ プチ ャ

ク汗で あ った(青 帳汗 で もあ る)ウ ル ス汗の息 子 ク ンチ ェ ・オグラ ン と,や は り先 の青帳 汗チ

ムール ・メ レクの息子 チム ール ・ク トル クで あ った.「 チム ール ・ク トルクの心 に は君 主 になろ

う とす る野望 が燃 え広が った.そ れゆえ彼 は トフ タムイシ汗 に反乱 を企 てた.ト フ タムイ シは彼

を逮捕 し,殺 そ うと したが,チ ムール ・ク トルク は逃亡 し,チ ムール ・ベ クの もとに去 った」(25)
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という.この事件に象徴されているように，かつてチムールに敵対したウルス汗を見捨ててトフ

タムイシを擁立した青帳汗国の貴族層は，今度は，チムールと戦争状態にあるトフタムイシのも

とを離れつつあった. トフタムイシはこうした事態に対処するために，モズリスタンの支配者コ

マル・アデインと同盟したが，これは，かつてウルス汗がチムールに対抗するためにとった政策

と同じであった (26)

チムールはトフタムイシ陣営の動揺という好機をとらえてホレズム地方に軍を送った.この軍

の前衛は， トフタムイシから逃亡してきていたチムール・クトルクとクンチェ・オグランの部隊

であった.ホレズム市の代官イルイグムイシ・イグランとスレイマン・スーフイは大軍の来襲を

知ると， トフタムイシのもとに逃げてしまったので，ホレズム地方は簡単にチムールの手に入っ

た.この際，彼は「市とその周辺部のすべての住民と居住民はサマルカンドに移住させられる.

ホレズム市は完全に破壊され，ここには大麦の種が播かれるJ(27)との完全破壊命令を発している.

これに対して， トフタムイシは1388年から89年にかけて再度中央アジア遠征を企てた.ルーシ

から多数の兵士が集められたのもこの遠征である.シルダリア川を越えて進出したトフタムイシ

軍に対して，準備不足のチムール陣営では，エミール達が軍の集結を待って反撃に転じるように

と進言していたが，チムールは「今日のことを明日にのばしてはならない，知つてのとおり，明

日になれば明日のことがあるからであるJ(28)といって，即座に反撃に移る決意を明らかにしたと

いう.チムール・クトルクとクンチェ・オグランが先鋒をつとめるチムール軍はトフタムイシ軍

を撃破し， トフタムイシ軍はシルダリア川以西に後退することを余儀なくされた.

この遠征の失敗は前年の敗北以上にトフタムイシ政権を動揺させた.多くのエミール一一キリ

スト教に改宗していたパヒイト・ホジャ，カデイル・ホジャ，ママト・ホジャーーがモスクワ公

のもとに逃亡しているし (29) 有力エミールのベク・ブラート，ホッジャム・アデイン， トゥル

ジャク・ベルヂ，ダヴィドがトフタムイシを倒す陰謀を企てた.彼らはチムールと同盟を結ぶた

めにエデイゲイを派遣して，キプチャク汗国への進撃を強く要請した.ここに至って，チムール

は本格的にトフタムイシを打倒することを決意した.彼は，講和交渉を求めたトフタムイシの使

者に「トフタムイシの側はすでにたぴたび条約を破っている.いまさら彼の言葉を信用するのは，

それこそ無分別というべきであろう}紛と述べているが，ここには恩義を忘れたトフタムイシに

対するチムールの憤りが感じられる.

チムールは1391年2月21日クリルタイを招集して，キプチャク汗国に進撃してトフタムイシを

撃つことを決定した.総勢20万といわれる大遠征軍は 4月にはカザフスタンのサルイク・ウゼ

ンに集結した.このときエデイゲイの家臣からチムール軍の来襲を知ったトフタムイシも，急逮

軍を集めた.両軍の決定的な会戦は 6月18日，ヴォルガ中流，サマーラ近郊のクンドゥルチャ

河畔で行われた.チムール軍は長期の遠征で疲労しており，また食料不足にも悩まされており，

トフタムイシ軍の方が数の上でも優勢で、あった(ただし，ヴォルガJIIを背にした不利な陣形で

あった)にもかかわらず， トフタムイシ軍は自軍内の裏切りによって敗北してしまった.戦死者

は10万名に上ったという (31) 一方，チムール軍もかなりの損害を被ったために，サライなどの

キプチャク汗国の中心部に向かわず，ひとまずサマルカンドにひきあげた. しかし， トフタムイ

シの後退によって，チムールに味方していたチムール・クトルク，クムチェ・オグラン，エデイ

ゲイなどの青帳汗国の汗子，エミール達はチムールの家臣として，自分達の旧領に戻った.
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トラタムイシの再興

クン ドゥルチ ャ河畔 での敗 戦後,ト フ タムイシ はカフカース地方 に逃亡 した とも,リ トアニア

に逃亡 した ともいわれてい るが,1391年 秋 までの彼 の行動 について は判 然 と していない.た だ し,

彼 はか な り急 速 に自分 の陣営 ・軍 を立 て直 した ようで ある.サ ライは トフタムイシの逃亡後,ド彼

を裏切 っていたべ ク ・ブ ラー ト(オ グラ ン ・ブ ラー ト)に 支配 され ていたが,ト フ タムイ シはサ

ライ を奪 回 して,ベ ク ・ブ ラー トをク リ ミアの ソルハ トに包囲 した.こ の包 囲戦 の隙 をつい てチ

ムール ・ク トル クがサ ライ を占領 しよ うと したが,ト フ タムイ シは これ も撃退 した.結 局,1393

年 初 頭 には,ト フタムイシ は青帳汗 国の二,三 の地域 を除いてかつ てのキ プチ ャク汗 国の全版 図

を支配す る ようにな っていた(32).

と は いえ,ト フタムイシの立場 は以前 ほ ど強力 な もので はな く,こ の ことは対 ルーシ政策 に も

反映 されてい る.彼 はモス クワ大公 ヴ ァシー リイ ・ドミ トリエ ヴ ィチの支援 を得 るため に,モ ス

・クワ公 国の ニジ ニ ・ノー ヴゴロ ト公 国併 合 を承認 す る との譲歩 を してい る.「1389年 に は,汗 は

ニ ジェゴロ ト公 国のヤル リイクをボ リース ・コンスタ ンチ ノヴ ィチ に与 えていたに もかか わ らず,

… …今で は トフ タムイシ は側近 の忠告 に したが うて
,ヴ ァシー リイ をニ ジェゴロ ト公国の相続 君

主 と して認 め るのにやぶ さかで はなか った.さ らにヴ ァシ ー リイは ゴローヂ ェツ,メ シチ ェ ラ,

タ ラサ,ム ー ロムを手 に入 れた」(33)とい うの であ る.引 用文 中の 「1389年 」 と 「今で は」(1392

年)と の問 にチムールの侵攻 と トフ タム イシの敗北 があ り,ト フ タム イシは対 ルー シ政策 の転換

を余儀 な くされ たこ とになる.ヴ ェルナ ッツキイに よれ ば,「 トフ タム イシ は4つ の大公 国(モ

ス クワ,ト ヴェー リ,ニ ジニ ・ノー ヴゴロ ト,リ ャザ ー ン…引用者)の 均衡 を保 つか わ りに,今

で は最強 の公 国すなわちモ スクワ公 国 に譲 歩す るこ とに,北 東 ロシ アへ の支 配権 を確保す る唯一

のチ ャンス を見 出 した」(34)とい うわけで あ る.さ らに,ト フ タムイ シは対 チムール同盟 を結 成す

るために,1393年 に リ トアニア,1394年 に エ ジプ ト ・マ ムルー ク朝 に使者 を送 ってい る.

チムールの汗国およびルーシ侵攻

こ うして,た とえ一時 的であ るにせ よ内部的 に も対外的 に も自分 の地位 を回復 した トフ タムイ

シは,再 度チ ム ールへ の挑戦 を開始 し,1394年 秋,軍 をシル ヴァン地方 に送 った.チ ムール は和

平 に傾 いて お り,親 書 をシェムス ・アデ ィンに もたせて トフタムイシの もとに送 った.ト フタム

イシ も和 平提 案 に応 じようと してい たが,側 近 の助言 をいれて,「 無礼」 な回答 を した.「 チ ムー

ルは この無礼 な 回答 に激怒 し,軍 の点検 ・整備 をす るよ うにとの命令 を発 した.」(35)

両 者 の雌雄 を決す る戦 い は,1395年4月14日 テ レク河畔 で行 われ た.ふ た たび,ト フタムイシ

は大敗 を喫 し,ブ ルガール地方へ と逃亡 してい った.チ ム ール は先 のク ン ドウルチ ャ河畔 の戦 い

とは異 なって,今 度 は残敵の掃討 を命 じたため に,チ ムール軍 はヴ ォル ガ川 を越 えて ブル ガール

地 方 に進撃 し,ブ1Lガ ー ル市,ジ ュカチ ン市,ケ ルメ ンチ ャク市 その他 を略奪 した.チ ムールは

トフ タム イシ を追 放す る と,ウ ル ス汗 の息 子 コイ リチ ャク ・オグ ラ ンをキ プチ ャク汗 と した.

「彼(チ ムール)は そ こに在 住 してい たウ ルス汗の息子 コイ リチ ャク ・オグ ランに
,帝 王 の宮廷

に使 えていた ウズベ クの勇者達 の部 隊(チ ム ールに帰属 していたキプチ ャク汗 国軍…引用者)を

与 え,汗 の徳性 なる資質 を整 え,彼 に金 の上衣 と金 の帯 を与 え,彼 にイ テ ィリ川 を越 える ように

命 じ,ジ ュチ ・ウルスの汗位 を与 えた」(36)とい う.
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一方， トフタムイシ政権を支持していたエミール達は，テレク河畔での敗戦後姿をかくしてし

まったトフタムイシに代わって，タシ・チムールを新しい汗として擁立した (37)チムールはこう

した動きを鎮めるために，軍をドニエプル111，クリミアにまで進め， トフタムイシを支持するエ

ミールの領地を略奪した.

さらに，チムール軍はルーシ地方に侵入しようとした.1395年夏，チムール軍はリャザーン公

園のエリツまでやってきたが，なぜかモスクワに進撃しようとせず 8月26日に引き返してしま

う.この撤退については，チムールの悪い夢見によっているという説もあるが，旧ソ連の史家は，

モスクワ公ヴァシーリイ・ドミトリエヴィチが反撃の準備を整えていたために，これを知ったチ

ムール軍は前進を中止したとの意見を持っている (38)事実，ヴァシーリイおよびモスクワ市民は

防衛の準備を整えていたようである.エグゼンプリャルスキイによれば「タメルランはトフタム

イシをヴァルガにまで追放し，汗国に新しい汗を擁立した.そして， 1395年末(正確には夏…引

用者)さらに北に向かおうとした. (モスクワ)は軍を集め，その軍勢とともにヴラヂーミル・

アンドレエヴィチ・フラブリイをモスクワに残し，自分はコロームナに進出してオカ河畔にとど

まった.恐怖に包まれた民衆は身を清めて神に祈った.大公は，町の強化・補強を命令し，さら

に興奮した知性を鎮めるために，主教に手紙を書いて，ヴラヂーミルにある聖母のイコンをモス

クワに移すことを命令した」という (39)この中で，チェレプニンはイコンのモスクワへの移転と

いう事件に高い歴史的意義を与え，この事件は「モスクワが全ルーシの政治的・民族的センター

として，ヴラヂーミルの後継者となったこと，モスクワが他国の侵略者との戦いにおいてルーシ

の結集点となったことの象徴であるJ(40)と述べている.

またチムールの息子ミランシャフの率いる別働隊は， ドン河口にあるアザク市(現在のアゾフ

市)を占領・略奪した.同軍はチェルケス人の住むクパン地方にも侵入し，マジャール市を破壊

した.さらにチムール軍は帰国するにあたって，アーストラハン市と汗国の首都サライを破壊し

た.とくにサライはチムール軍の憎悪の標的となり，徹底的に破壊された r勝利の軍(チムー

ル軍…引用者)はサライを占領し，火をつけて焼き払った.彼らはこの地域の部族と遊牧民の大

半を略奪し，追い立てて連行した.サライの破壊は，草原の軍(汗国軍…引用者)がゼンジル・

サライを乱暴に破壊したことにたいする復讐であった.というのも，草原の軍は，チムールが

フアルスとイラクの征服に従事していたときに，ガラ空きになったマウランナウル地方を襲撃し，

ゼンジル・サライの名で知られるカザン・スルタン汗の居城を破壊したからであるJ(41)という.

こうして，キプチャク汗国はチムール軍にじゅうりんされたのであるが，これによって政治的

には，中興の英主トフタムイシは政治的生命を失い，汗国の分裂と混乱は急速に進んでいった.

逆にトフタムイシによって再度汗国の属邦とされたルーシは政治的自立のチャンスをつかんだこ

とになる.経済的には，ウルゲンチ，アーストラハン，サライ，アザクといった汗国の重要な交

易・手工業センターが破壊されたことで，汗国の経済活動は深刻な打撃を被った.イブン・アラ

プシャフはキャラバン交易活動の崩壊を次のように記している r以前には，キャラパンはホレ

ズムから出発してクリミアに至るまで，馬車を使って，平穏に恐怖も危険もなく進んだ.…

キャラパンは食料も馬の飼料ももっていかず， (現地の)住民が多いために，案内人もつれてい

かなかった.道中が安全であり， (当地で生活する)人々は食物と飲み物を持っていたからであ

る.キャラパンはある部族からもう一つの部族のもとへというように旅をし，宿を提供指定して

くれる人々がいるところに逗留した.……しかし，今では(チムール軍の汗国侵入以後…引用

者)，ホレズムからクリミアに至る地域では，当地の住民と人々の内誰も動かず，生活もしてい
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ない,そ してカモ シカ とラ クダ以外 の社 会 は存在 しない.」(42)

キプチ ャク汗国の解体

1396年 チ ムールが帰 国 した後,汗 国には中央政権 は存在 しな くなった.汗 国各地 に,有 力 な王

候 ・エ ミールが独 自の勢 力 圏 を築 いて いた.ヴ ォルガ左 岸 のサ ライ を中心 とす る地域 には,チ

ムール に擁i立 された コルイチ ャク汗が,ヴ ォルガ下流 の アース トラハ ンを中心 とす る地方 に はチ

ムール ・ク トル ク汗が,ヤ イク川周辺地方 には有力 エ ミー ルのエデ ィゲイが,そ して,ク リ ミア

には トフタムイ シ派のエ ミール によっZ擁 立 され た タシ ・チムール汗が地方政権 を打 ちたててい

た.さ らに,ト フタムイシ も完全 に没落 して しまったわけで はな く,再 起 の機会 をうかが ってい

た.

こ の4者 の うち,コ ルイチ ャクとタシ ・チ ムールは1396年 に は姿 を消 した.コ ル イチ ャク汗 は

確 固 と した支持勢 力 を持 っていなか った ようで,チ ムール の帰 国後 「チ ムール ・ク トルク ・オ グ

ラ ンの到着 の知 らせが もた らされ る と,す べて の部族 は(コ ルイチ ャクの もとを)去 りは じめた.

コ ルイチ ャク は側 近の者 と逃 亡 し,領 土 はチ ムール ・ク トルクに渡 り,エ ミール達 はエ デ ィゲ イ

に帰順 した」(43)とい う.タ シ ・チ ムールの運命 は トフ タム イシの再起 と関連 していた.ト フ タム

イシはチ ムール に敗北 した後,残 存兵力 とと もに,お そ ら くブル ガール地方 に潜伏 して いた と思

われるが,チ ム ールが帰 国する と再度,姿 をあ らわ しクリ ミア を占領 した.エ ジ プ ト側 の史料 に

は 「『北 ステ ップ』 国 の君 主で,キ プチ ャク人の土地 でベ ルケ汗 の地位 につ いてい た トフタム イ

シ汗 は,軍 勢 を集め,カ ッフ ァ市の所有者 に対 して進撃 した.カ ッフ ァ市 はク リ ミア沿岸 にあ り,

ジ ェ ノバの フ ランク人(西 ヨー ロ ッパ 人…引用者)の もの であ った.双 方 の問い戦いが起 こ り,

トフ タム イシ汗 は町の包 囲に と りか かった」(44)とあ る.ト フ タムイ シの 目的は 自分の軍隊 を再建

す るための資 金であ ったのであろ うが,ト フタムイシの ク リミア進出 に よって,そ れ まで こ こを

根拠 地 に していた タシ ・チムール は姿 を消 して しまった.

一 方
,と もにチム ールに臣従す るチムール ・ク トル クとエデ ィゲ イの陣営 も統 一 され,前 者 は

汗 として,後 者 は共 同統 治者 として君 臨 した.こ の陣営の軍 は,1396年 末 か1397年 初 頭 に トフタ

ムイシ をク リ ミアか ら追放 し,ト フ タムイ シはキーエ フ方面 に逃亡 して,リ トアニ ア大公 ヴ ィタ

ウカス に支援 を求め た.

こ の当時,東 ヨーロ ッパ 最大の強 国であ った リ トアニ アは,東 方の ルーシ方向 と,南 方 の黒海

方 向に版図 を拡大 しつつ あ った.大 公 ヴ ィタウカス にとって,ト フタムイシ を支援 す るこ とは,

第 一 に,ク リコーヴ ォの戦 い以来汗 国軍 と戦 って きたル ーシ諸公の好意 を獲得 す るとい う利 点 を

持 ってい た.事 実,ク リコー ヴォの戦い に参加 したポ ーロツ ク公 ア ン ドレイ ・オリゲ リ ドヴ ィチ,

ブ リャンスク公 ドミー トリイ ・オ リゲ リ ドヴ ィチ,ド ミー トリイ ・ボブロー クは汗国軍 と戦 う と

い うヴィタウ カスの路線 を支持 し,こ れ によ って,リ トアニアのル ーシへ の影響力 は強 まったの

で あ る.第 二 に,ト フ タムイ シが リ トアニ アの支援 によって再起 に成功 した場合,リ トアニ アは

汗 国 に対 して無視 し得 ない力 を持つ ことが 出来 るとい う利 点があ った.ヴ ィタウカス と トフタム

イシの協定 で は,ダ ィタウカスが トフタムイシに 厂汗国 の汗位 」 を約束 し,ト フタムイシ はヴ ィ

タ ウカス に 厂モ スク ワ大公 国,全 ル ーシの土 地」 をあた え るこ とに なってい るが(45),こ れ は,

二 人が東 ヨー ロ ッパ か ら中央 アジア まで の広 大な領域 の勢 力範囲 を定 めた もの といえる.

ヴ ィタウカ スは トフ タム イシを支援 して,チ ム ール ・ク トル ク とエ デ ィゲ イに対す る攻 撃 を進
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める.にあたって,慎 重な外交的準備 を整えた.後 背,側 面からの危険を取 り除いてお くために,

ポーラ ン ドの支援 を確保 し(実 際 はポー ラン ドか らの援軍:は少 なかったが),1398年 には,

チュー トン騎士団と条約を結び,ジ ェマイティア地方を譲渡する代償 として,ノ ーヴゴロ ト制圧

の支援 を確保 した.(46)モスクワ大公 ヴァシーリイは義理の父ヴィタウカスのこうした拡張政策に

懸念を抱いていたが,す ぐさまリトアニアとの関係を緊張 させようとはせず,当 面は中立を維持

していた.

以上 の ような準備 を整 えた上 で,ヴ ィタウカス は大軍 をス テ ップ地帯 に進 めた・ リ トアニ ア軍,

トフ タム イシ軍 と並 んで,少 数 で はあ るが,北 西ル ーシの諸公軍,ポ ーラ ン ド軍,チ ュー トン騎

士 団軍 もこの遠征 に参加 した.こ れ に対 して,チ ム藁ル ・ク トル クとエデ ィゲイの側 も大 軍 を動

員 したため に,両 軍 は,1399年8,月12日,ド ニエ プル川 支流 のヴ ォル クス ラ河 畔で衝突 した.こ

の会戦 で,リ トアニ ア ・トフ タムイ シ連合 軍 は大敗 し,ヴ ィタウカス と トフ タムイ シはかろ う じ

て逃亡 す るこ とに成功 した ものの,ポ ー ロツク公 ア ン ドレイ,ブ リャンスク公 ドミー トリイ,ド

ミー トリイ ・ボ ブ ロークは戦死 した.大 勝 したチ ムール ・ク トル ク=エ デ ィゲイ軍 はキーエ フや

ポ ドリア地方 に進 撃 し,』先年 リ トアニ アの支配下 に入 ってい たブ ク川下流地帯(リ トアニアの黒

・海べ の進 出路)を 制圧 した
.こ の ヴ オル クス ラ河畔 の戦いで,ヴ ィタウカスは トフタムイシ を支

援 する力 を失 い,ト フタムイシは シベ リア地方 に姿 をか くした..(続 く〉
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